
　
安
沢
地
区
は
、
水
の
き
れ
い
な
上
台
川
の
流
域
で
町
中
心
部
か

ら
南
東
に
3.5
㎞
、
現
在
は
58
世
帯
、
人
口
２
０
１
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　
安
沢
地
区
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、欠
か
せ
な
い
の
が「
歴
史
」

と
「
ロ
マ
ン
」
だ
と
佐
藤
一
男
区
長
は
語
り
ま
す
。
安
沢
地
区
の

周
囲
に
は
、「
松
の
木
」「
楢
台
」「
桃
の
木
川
」
な
ど
の
植
物
の

地
名
が
多
い
事
か
ら
、「
ヤ
ス
ザ
ワ
」
も
「
ザ
ワ
グ
ル
ミ
」
が
地

区
名
の
語
源
だ
ろ
う
と
元
金
山
町
史
研
究
員
の
故
大
場
勇
夫
先
生

の
話
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
公
民
館
の
場
所
に
は
「
清
龍
寺
」
と

い
う
お
寺
が
建
っ
て
お
り
、
清
龍
寺
は
明
安
小
学
校
創
立
の
始
ま

り
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
寺
の
名
残
り
は
公
民
館
の

脇
に
「
清
龍
宮
」
と
い
う
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
清
龍
宮
の
後
ろ

か
ら
登
る
と
「
十
王
堂
」
が
あ
り
、
周
辺
に
は
赤
穂
浪
士
で
有
名

な
「
赤
穂
の
四
十
七
士
」
が
眠
る
墓
が
点
在
し
、
周
囲
は
ひ
め
ゆ

り
が
咲
き
誇
り
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
起
点
に
「
後
山
散
策
道
」
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
沢
地
区
の
ロ
マ
ン
は
な
ん
と
言
っ
て
も
安
沢
歌
舞
伎
。
江
戸

期
に
生
ま
れ
近
郷
近
在
の
村
々
か
ら
お
祭
り
に
頼
ま
れ
上
演
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
明
安
小
学
校
の
児
童
た
ち

に
よ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
と
し
て
伝
承
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
文
化

を
紡
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
安
沢
囃
子
若
連
が
昭
和
54
年
に
結
成

さ
れ
、
祭
り
の
時
期
は
囃
子
の
音
が
地
区
内
に
響
き
ま
す
。

　
安
沢
地
区
は
住
民
同
士
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
の
為
、

地
区
行
事
を
中
止
し
な
く
て
は
い
け
な
い
状
況
で
す
が
、「
今
後

も
地
区
の
住
民
同
士
で
一
緒
に
語
り
合
い
な
が
ら
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
よ
り
一
体
と
な
っ
て
地
区
を
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
区

長
は
意
気
込
み
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
、
東
京
で
は

連
日
２
０
０
人
を
超
え
た
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
都
会
に
い

る
友
達
に
会
え
ず
、
寂
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合
っ

て
い
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
る
と
、

気
温
も
高
く
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク

に
よ
る
熱
中
症
に
気
を
つ
け
、
手

洗
い
・
う
が
い
・
換
気
を
心
が
け
、

生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
金
山

祭
り
・
花
火
大
会
の
中
止
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

８
月
を
過
ご
す
予
定
で
す
か
。
例

年
と
は
違
う
夏
の
予
感
で
す
が
、

思
い
出
が
で
き
る
よ
う
に
充
実
し

た
日
々
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

編
集

 

後
記

いまこそ集落創生 第29回　安沢地区

①
清
龍
寺
の
跡
地
に
舞
台
付
き
伝
統
文
化
伝
承
施
設
と
し
て
建
て
ら
れ
た
公
民
館

②
清
龍
宮
の
後
ろ
が
散
策
道
の
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
③
④
安
沢
歌
舞
伎
の
一
場
面

①

④③

②

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,296人 （６月末現在）
男　性　2,589 人（－２）
女　性　2,707 人（－７）
世帯数　1,754 世帯

▼６月の異動
　出生 0　人
　死亡 12　人
　転入 8　人
　転出 5　人
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